
HLTST による NEW YEAR PARTY のログ作成⼿順 
起動した状態から、まず、Oprion の設定を⾏う。 
Hamlog.hdb のフォルダの設定、Hamlog.DBS のフォルダの設定を各⾃おこなってください。 
 
次にコンテストの設定をクリック 

 
 
1.コンテストの設定 
1.1 コンテスト名称のタブを選び、次のように設定 

 
  



1.2 バンド・モードのタブは、JARL に提出する内容すべてを選んで結構です。430SSB.NET では、⾃動的に 430
のみを抽出します。 

 

 
1.3 コンテストナンバーのタブで受信コンテストナンバーの部分には、受信した相⼿⽅のオペレータ名を⼊⼒し
た HAMLOG の項⽬を設定してください。送信コンテストナンバーは、送信したレポートに加え、ご⾃分が送
信したオペレータ名を固定⽂字列に設定してください。 

 



1.4 電⼦ログ・その他のタブでは、JARL 形式電⼦ログにチェックを⼊れます。 

 
 
1.5 その他のタブの⼊⼒内容は各⾃でわかると思いますので、省略。 
最後に右下の保存終了をクリック。 
 
2.データの選択 

 
 
  



以下の状態になっていることを確認し、「実⾏する」をクリック 

 
 
以下のように対象となる QSO データを抽出し、最終交信が表⽰される。 
ここで思うとおりになってなかったら、１項の設定を⾒直してください。 
良ければ「メニューに戻る」をクリック 

 
 



３．データの整理 

 
 
3.1 バンド別のログを作成する場合は、「バンド別」のラジオボタンをクリック。 
私の場合 430 しかやらなかったためか、ミックスバンドにすると先に進めなくなりました。バンド別を選択する
⽅がよいと思います。 

 
  



「新規選択開始」をクリックすると、読み込むことのできた交信数が表⽰される。 

 
 
3.2 この後、「重複交信チェック」で重複がチェックされます。問題があれば、データを修正します。 

 

問題なければ、「選択画⾯に戻る」をクリックし、「マルチ処理・印刷」をクリックします。 
 
  



3.3 次のような画⾯が表⽰されます。 

 
ここで、「印刷」をクリックし、いったん印刷処理を⾏う必要があります。 

 
通常のプリンタでの印字で良いのですが、私の場合は PDFファイルにしました。 
印刷を⾏わないと、ログシートが作成されません。 
印刷処理終了後、3.4 の画⾯になるので「前のステップに戻る」をクリックし、3.1 の画⾯になるので、 
「メニューに戻る」をクリックします。 
 
 
  



4.サマリーシートの印刷をクリック 

 
以下のような画⾯表⽰がでてくるので、「印刷」をクリック。 

 
 
 
  



 

 
ここではプレビューにチェックを⼊れ、「処理開始」をクリックすると、HLTST をインストールしたフォルダの
下の”コールサイン”_JARL のフォルダに、電⼦ログファイルが作成されます。 
ここでは実際の印刷は⾏わなくてもＯＫです。 

 
 
以上お疲れさまでした。 


